
年休取得率の向上
勤務間インターバル制度の導入

滋賀労働局 雇用環境・均等室

【重点事項５】労働者の健康確保対策の推進



アウトプット指標
企業における年次有給休暇の取得率を

2025年までに70％以上とする。
勤務間インターバル制度を導入してい

る企業の割合を2025年までに15％以上
とする。

アウトカム指標

一般労働者（常用労働者のうち、パートタイム労

働者を除いた労働者）の年間所定外労働時間数を
2027年までに2022年と比較して減少させる。

(※2022年 年間所定外労働時間数 182.4時間)

①過重労働による健康障害を防止するため事業者が講ずべき措置に基づく

・時間外・休日労働時間の削減、労働時間の状況の把握、健康確保措置等

・★年次有給休暇の確実な取得促進

・★勤務間インターバル制度の導入など労働時間等設定改善指針による労働時間等の設定改善

【重点事項５】労働者の健康確保対策の推進（過重労働対策）

②長時間労働による医師の面接指導の対象となる労働者への医師による
面接指導、保健師等の産業保健スタッフによる相談支援の実施勧奨



年次有給休暇の確実な取得促進
【重点事項５】労働者の健康確保対策の推進

資料：働き方・休み方改善ポータルサイト



年次有給休暇の確実な取得促進を支援する助成金 【重点事項５】労働者の健康確保対策の推進



勤務間インターバル制度の導入
【重点事項５】労働者の健康確保対策の推進

勤務間インターバル制度は、終業時刻
から次の始業時刻の間に一定時間以上の
休息時間を設けることで、従業員の生活
時間や睡眠時間を確保するもので、「労
働時間等設定改善法」（労働時間等の改
善に関する特別措置法）が改正され、
2019年4月1日より勤務間インターバル
制度の導入が事業主の努力義務となって
います。
このほか、ある時刻以降の残業を禁止

し、次の始業時刻以前の勤務を認めない
方法等によりインターバル時間を確保す
る方法等も考えられます。一定のイン
ターバル時間を確保することで、従業員
が十分な生活時間や睡眠時間を確保でき、
ワーク・ライフ・バランスを保ちながら
働き続けることができます。



勤務間インターバル制度を導入することによって、事業主・従業員双方に以下のようなメリットが期待されます。

メリット1
従業員の健康の維持・向上につながります。
インターバル時間が短くなるにつれてストレス反応が高くなる

ほか、起床時疲労感が残ることが研究結果から明らかになってい

ます。十分なインターバル時間の確保が、従業員の健康の維持・

向上につながります。

メリット2
従業員の定着や確保が期待できます。
労働力人口が減少するなか人材の確保・定着は、重要な経

営課題になっています。十分なインターバル時間の確保によ

り、ワーク・ライフ・バランスの充実を図ることは、職場環

境の改善等の魅力ある職場づくりの実現につながり、人材の

確保・定着、さらには、離職者の減少も期待されます。

メリット3
生産性の向上につながります。
十分なインターバル時間の確保は、仕事に集中する時間とプラ

イベートに集中する時間のメリハリをつけることができるように

なります。このため、仕事への集中度が高まり、製品・サービス

の品質水準が向上するのみならず、生産性の向上にも期待できま

す。

【制度導入企業の声】（製造業）
総労働時間が削減されたほか、
従業員から「体が楽になった」
「体調が良くなった」等の声が
聞かれ、数値には表れない多く
のメリットが考えられます。

【制度導入企業の声】

（社会福祉施設）

一時40%を超えて
いた離職率が6%まで
低下しました。この業
界では珍しく入職待機
者が多数出るなど、人
材獲得においても非常
に大きな成果を上げて
います。

【制度導入企業の声】（建設業）
現場従業員に行ったアンケートでは、
回答者の7割が勤務間インターバル制度
を含む各種の働き方改革の取組により生
産性が高まったと回答しています。

勤務間インターバル制度導入のメリット 【重点事項５】労働者の健康確保対策の推進



勤務間インターバル制度の導入を支援する助成金
【重点事項５】労働者の健康確保対策の推進



（勤務間インターバル）
第○条 いかなる場合も、労働者ごとに１日の勤務終了後、次の勤務の開始までに少なくとも、○時間の継

続した休息時間を与える。
２ 前項の休息時間の満了時刻が、次の勤務の所定始業時刻以降に及ぶ場合、当該始業時刻から満了時
刻までの時間は労働したものとみなす。

参考：働き方改革推進支援助成金交付要綱（勤務間インターバル導入コース）別添１

勤務間インターバル制度を導入する場合には、以下のような就業規則規定例があります。
また、必要に応じて、勤務間インターバルに関する申請手続や勤務時間の取扱いなどについて、就業規則等の規
定の整備を行ってください。

② 始業時刻を繰り下げる場合
（勤務間インターバル）
第○条 いかなる場合も、労働者ごとに１日の勤務終了後、次の勤務の開始までに少なくとも、○時間の継

続した休息時間を与える。
２ 前項の休息時間の満了時刻が、次の勤務の所定始業時刻以降に及ぶ場合、翌日の始業時間は、前項
の休息時間の満了時刻まで繰り下げる。

③ 災害その他避けることができない場合に対応するため例外を設ける場合
①または②の第１項に次の規定を追加。
ただし、災害その他避けることができない場合は、その限りではない

① 休息時間と翌所定労働時間が重複する部分を労働とみなす場合

勤務間インターバル制度の導入を支援する助成金（就業規則規定例）
【重点事項５】労働者の健康確保対策の推進



無料の相談機関のご案内

裏面
裏面

①働き方・休み方改善コンサルタントによるコンサルティング支援 ②滋賀働き方改革推進支援センター

【重点事項５】労働者の健康確保対策の推進


